


企業訪問による雇用啓発や支援制度の
紹介、企業向け障がい者雇用促進セミ
ナーの開催等

­ー 1­ ー



­ー 2­ ー



­ー 3­ ー



　山形県の障がい者数（手帳所持者）は約66,000人（うち18歳以上は
約63,８00人）です。身体障がい者は約47,700人、知的障がい者は約
9,８00人、精神障がい者は約８,５00人となっています。

　 山 形 県 の 民 間 企 業 に お ける 障 が い 者 の 実 雇 用 率 は 前 年 を 上 回 る
2.3９％となっています。雇用率達成企業の割合は5３.８％と全国平均
46.0％を上回っている状況にあります。
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　県内では、ハローワーク登録者のうち約７,２00人が働いています。障
がい者雇用に前向きに取り組む企業も増えつつありますが、その一方で働
きたいと思いながら就職がかなわない障がい者も約2,３00人います。
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※1 �｢常時雇用する労働者」には「短時間労働者（週の所定労働時間20時間以上
30時間未満）」が含まれる。

※2 �｢法定雇用率」は令和８年６月まで２.５%、令和８年７月以降は２.７%

常時雇用する労働者（※１）が100人を超える
事業主

雇用する障がい者が法
定雇用率（※２）に満た
ない事業主

〒990ｰ2161　 山形市漆山1954　☎ 023ｰ674ｰ9567
FAX　023ｰ687ｰ5733　　URL　https://www.jeed.go.jp
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例①　事務処理能力の習得
訓練内容

仕上り像

… �パソコンによる帳票データの入力や書類をファイリングして整理する
能力を習得する。

… �上司の指示に従い、正確に作業ができること。

例④　介護老人施設での清掃能力の向上
訓練内容
仕上り像

… �介護施設における清掃業務のスキルを習得する。
… �清掃用具の取扱い方法を理解したうえで、介護施設の廊下や共用部の

モップ掛け、手すりなどの拭き清掃ができること。併せて、業務指示の
受け方、質問の仕方を身に付け、状況に応じた清掃ができること。

例⑤　金属加工業務能力の習得
訓練内容
仕上り像

… �金属加工の基礎知識を習得し、金属加工機器の操作方法を習得する。
… �掲示された設計書から加工内容及び加工方法を読み取り、金属加工機

器（ボール盤、フライス盤等）を操作して、納期限内に製品を仕上げ
ることができる。

例②　荷物の仕分け業務の習得
訓練内容

仕上り像

… �訓練受入事業所の荷物を間違えることなく仕分けし、行先ごとに配達
トラックの台車にまとめる一連の作業を習得する。

… �行き先の誤りがないよう、また、形や大きさが違う荷物が崩れないよう
台車に積み込むことができること。

例③　商品整理・品出し陳列業務及び仕事のマナーの習得
訓練内容

仕上り像

… �商品在庫の整理、商品陳列棚の不足分の品出し、商品の陳列を行うこと
ができるとともに、仕事のマナーを身に付けて接客の取次ぎができる
スキルを習得する。

… �陳列棚の商品について過不足なく陳列することができ、在庫情報を訓練
指導者に伝えることができること。挨拶・身だしなみを身に付け、お客様
の問い合わせに対し、他の店員に取り次ぐことができること。

　本事業では、訓練生である障がい者の特性・希望職種など、またイン
ターンシップコース受入事業所の業務や職場環境などに応じて、様々な
訓練を実施しています。
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　山形県では、在職中の障がい者が雇用を継続するために知識・技能の習得を目指す
在職者訓練コースを実施しています。
　県内企業等（就労継続支援A型事業所を含む）、障がい者及び支援機関等の方々の
ニーズに合わせて訓練を設定いたします。

《実施例》
ケース１）コミュニケーション
　時間：３時間／日×４日＝ 12 時間
　実施人数：10 人　会場：事業所内
　内容：�気持ちが軽くなるコミュニケーションのヒントを得て、「仲間づくり」、「チーム力アッ

プ」、「ストレスの減少」、「仕事の効率アップ」に役立てます。素敵な「感謝の気持ち」
と「笑顔」が増える研修です。

ケース２）動画編集の基礎
　時間：３時間／日×４日＝ 12 時間
　実施人数：７人　　会場：事業所内
　内容：�Web ページ、YouTube、Instagram、TikTok などを活用して PR したいが、「動画

編集の仕方が分からない」「視聴者目線の編集ができない」といった方に役立つ研修
です。この研修コースでは、写真や動画を素材とし、パソコンを使って、簡単に魅力
ある PR 映像を制作するための動画編集について学びます。そして、積極的に情報
発信するための基礎力を身につけます。

実 施 主 体 県（山形職業能力開発専門校）

対 象 者 県内企業等に在職する障がい者等（就労継続支援A型事業所を含む）

期 間 12時間～　（目安：３時間×４日　など）

受 講 料 無料　（別途、教材代等自己負担の場合あり）

実 施 形 態

①知識・技能習得
　県が委託する民間教育訓練機関等が座学型で実施します。
②指導員派遣
　在職する障がい者が現に勤務する企業等（就労継続支援A型事業所を含
む）に、県が委託する民間教育訓練機関等の講師を派遣し、企業の状況に
応じた訓練を実施します。原則、企業の費用負担はございません。

特 記 事 項

知識・技能習得／指導員派遣
「こんな研修を実施して欲しい。」、「うちの会社でこんな研修がしたい。」
などがありましたら下記問い合せ先までご連絡ください。
※�訓練コースに関する実施内容の要望、県内におけるニーズ及び実施要件

等を総合的に勘案し、実施を検討させていただきますので、あらかじめ
ご承知おきください。
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令和８年度山形県障がい者雇用奨励金令和８年度山形県障がい者雇用奨励金

○�令和8年4月1日～11月30日までに新たに障がい者を雇用し、3ヶ月
経過した事業主。
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【　問合せ先　】　最寄りのハローワーク
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・障がい者との関わり方に関する助言

障 が い 者

・障がい特性に配慮した雇用管理に関する助言

­ー 13­ ー



­ー 14­ ー



①　Ａさん（精神障がい）の事例 （関連P7、8、13）
　事務の仕事を希望していたＡさんは、インターンシップコース（事務
科）を受講し、訓練受入事業所の丁寧な指導を受け、ミスなくデータ入力
作業を行うスキルを習得しました。
　最初は緊張することもありましたが、１日３時間の訓練からスタート
し、１週間後のチーム支援では、訓練受入事業所、障がい者就労支援機
関、ハローワーク及び県立職業能力開発専門校の各担当者が集まり、Ａさ
んより体調や訓練の様子について、丁寧に話を聞きました。そこで、疲れ
た時の対処法を話し合い、疲れたら適宜リラックスする時間を設けていた
だくなどの対応をすることにしました。
　その後、不安や緊張も和らぎ、１日４時間、５時間と体調を見ながら訓
練時間を徐々に延長しましたが、体調を崩すこともなく修了できました。
　訓練受入事業所は、Ａさんの能力を高く評価しており、インターンシッ
プコースに引き続き、ジョブコーチ制度を活用しながら雇用することにし
ました。そして、Ａさんは、採用後も体調管理面等での支援を受けながら
仕事に従事することになりました。

②　Ｂさん（知的障がい）の事例 （関連P7、8、11、13）
　クリーニングエ場で、シーツや毛布の仕上げ包装作業のインターンシッ
プコース（クリーニング科）を受講したBさんは、前職があり、作業を処
理する能力はあるものの、障がい特性ゆえのこだわりが強く、作業に時
間がかかり、訓練当初は目標の半分程度しか作業ができませんでした。
このままでは採用が難しいため、事業所と相談しながら、作業の見直し
を行い、また苦手部分を自宅で練習することで改善を図りました。
　その結果、 Bさんは一連の作業が飛躍的に向上し、ほぼ目標の枚数を処
理できるようになりました。 Bさんの障がい特性から作業定着には時間を
要することや事業所への障がい特性の理解のため、トライアル雇用とジョ
ブコーチ支援制度を利用し、作業定着に励みました。
　Bさんは、仕事としての作業も定着し、正規雇用のパート社員として
勤務することができました。
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